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平成２８年第３回中間市議会定例会会期日程（案） 

（会 期 ９月６日～９月２９日：２４日間） 

月   日 曜 本 会 議 委員会 審   査   事   項 

９月 ６日 火

開   議

午前１０時

１．会期の決定 

２．選挙第１号 

３．承認第８号 

４．認定第１号～第１０号 

５．議案第４１号～第４７号 

 ［ 議案上程・提案理由説明 ］ 

９月 ７日 水 休   会

９月 ８日 木

開   議

午前１０時

１．一般質問 

２．承認第８号 

３．認定第１号～第１０号 

４．議案第４１号～第４７号 

 ［ 質疑・討論・採決・委員会付託 ］ 

９月 ９日 金 休   会

９月１０日 土 休   会

９月１１日 日 休   会

９月１２日 月 休   会 委員会

９月１３日 火 休   会 委員会

９月１４日 水 休   会 委員会

９月１５日 木 休   会 委員会

９月１６日 金 休   会 委員会

９月１７日 土 休   会

９月１８日 日 休   会

９月１９日 月 休   会

９月２０日 火 休   会 委員会

９月２１日 水 休   会 委員会

９月２２日 木 休   会

９月２３日 金 休   会 委員会

９月２４日 土 休   会

９月２５日 日 休   会

９月２６日 月 休   会 委員会

９月２７日 火 休   会 委員会

９月２８日 水 休   会

９月２９日 木

開   議

午前１０時

１．認定第１号～第１０号 

２．議案第４１号～第４７号 

３．意見書案第１３号～第１７号 

 ┌ 議案上程・提案理由説明    ┐

 └ 委員長報告・質疑・討論・採決 ┘
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諸 般 の 報 告 

第３回中間市議会定例会 

平成２８年９月６日 

 （報告書の受領） 

１．地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、各会計の例月出納検査結果報告書を、

７月５日、１５日、８月１０日付で監査委員から下記のとおりそれぞれ受領した。 

記 

（１）一般会計及び特別会計   平成２８年度４月分～５月分 

（２）病 院 事 業 会 計   平成２７年度３月分 

（３）水 道 事 業 会 計   平成２７年度３月分 

２．中間市債権管理条例第２０条の規定により、放棄した私債権の報告書を、８月１８日

付で市長から下記のとおり受領した。 

記 

放棄した債権の名称 件  数 金  額 

公営住宅使用料 １件 ４５，８００円

中間市営自動車駐車場使用料 １件 ３５，８００円

住宅新築資金等貸付金 ４３件 ６１，７０８，９９５円

水道料金 ４３３件 ９０８，５４８円

診療費 ７件 １，０７３，２４４円

３．地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、公益財団法人中間市文化振興財団の

経営状況を説明する書類を、８月１８日付で市長から下記のとおり受領した。 

記 

（１）平成２７年度決算書 

（２）平成２８年度事業計画書 

（３）平成２８年度予算書 

４．地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定により、教育に関する事務

の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果報告書を、８月２４日付で教育長から受領

した。 

５．地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定に

より、平成２７年度中間市健全化判断比率及び資金不足比率審査意見書を、９月１日付
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で市長から受領した。 

 （意見書の提出） 

平成２８年６月２４日の本会議で可決された下記の意見書を、同日付で関係機関に対し

それぞれ送付した。 

記 

（１）介護職員の処遇改善を求める意見書 

（２）食品ロス削減に向けての取り組みを進める意見書 

（３）無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書 

（４）介護保険制度における軽度者への給付の見直しに関する意見書 
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─────────────────────────────────────────────────── 

平成28年 第３回 ９月（定例）中 間 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成28年９月６日（火曜日） 

─────────────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成28年９月６日 午前10時00分開会 

 日程第 １ 会期の決定 

 日程第 ２ 選挙第１号 堀川水利組合議会議員の選挙 

 日程第 ３ 承認第８号 専決処分を報告し、承認を求めることについて（損害賠償

の額を定め、和解することについて） 

（日程第３ 提案理由説明） 

 日程第 ４ 認定第１号 平成２７年度中間市一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ５ 認定第２号 平成２７年度中間市特別会計国民健康保険事業歳入歳出決

算認定について 

 日程第 ６ 認定第３号 平成２７年度中間市住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第 ７ 認定第４号 平成２７年度中間市地域下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第 ８ 認定第５号 平成２７年度中間市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第 ９ 認定第６号 平成２７年度中間市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決

算認定について 

 日程第１０ 認定第７号 平成２７年度中間市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

 日程第１１ 認定第８号 平成２７年度中間市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第１２ 認定第９号 平成２７年度中間市水道事業会計利益の処分及び決算認定

について 

 日程第１３ 認定第１０号 平成２７年度中間市病院事業会計決算認定について 

（日程第４～日程第１３ 提案理由説明） 

 日程第１４ 第４１号議案 平成２８年度中間市一般会計補正予算（第２号） 

 日程第１５ 第４２号議案 平成２８年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第

２号） 

 日程第１６ 第４３号議案 平成２８年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 
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（日程第１４～日程第１６ 提案理由説明） 

 日程第１７ 第４４号議案 中間市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を

改正する条例 

 日程第１８ 第４５号議案 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する

基準等の一部を改正する省令の施行に伴う関係条例の整

理に関する条例 

（日程第１７～日程第１８ 提案理由説明） 

 日程第１９ 第４６号議案 中間市道路線の廃止について 

（日程第１９ 提案理由説明） 

 日程第２０ 第４７号議案 北九州市道路線の認定の承諾について 

（日程第２０ 提案理由説明） 

 日程第２１ 会議録署名議員の指名 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

出席議員（18名） 

 １番 堀田 英雄君       ２番 植本 種實君 

 ３番 田口 善大君       ４番 小林 信一君 

 ５番 宮下  寛君       ６番 青木 孝子君 

 ７番 田口 澄雄君       ８番 掛田るみ子君 

 ９番 草場 満彦君      １０番 中尾 淳子君 

１１番 山本 慎悟君      １２番 佐々木晴一君 

１３番 安田 明美君      １４番 中野 勝寛君 

１５番 原田 隆博君      １６番 下川 俊秀君 

１７番 井上 太一君      １９番 米満 一彦君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………… 松下 俊男君   副市長 …………… 後藤 哲治君 

教育長 …………… 増田 俊明君   総務部長 ………… 園田  孝君 

総合政策部長 …… 藤崎 幹彦君   市民部長 ………… 柴田精一郎君 
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保健福祉部長 …… 小南 敏夫君   建設産業部長 …… 間野多喜治君 

教育部長 ………… 濱田 孝弘君                    

環境上下水道部長 ………………………………………………… 久野 裕彦君 

市立病院事務長 … 貞末 孝光君   消防長 …………… 三船 時彦君 

総務課長 ………… 後藤 謙治君   財政課長 ………… 田代 謙介君 

企画政策課長 …… 蔵元 洋一君                    

人権男女共同参画課長 …………………………………………… 蛙田 由美君 

健康増進課長 …… 岩河内弘子君   介護保険課長 …… 冷牟田 均君 

土木課長 ………… 藤田  晃君   都市整備課長 …… 白石 和也君 

上水道課長………… 井上  一君   下水道課長 ……… 岩切 伸一君 

市立病院課長 …… 末廣 勝彦君                    

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 西村 拓生君       書  記 八汐 雄樹君 

書  記 熊谷 浩二君       書  記 池田  恭君 

────────────────────────────── 
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午前９時58分開会 

○議長（堀田 英雄君）  

 おはようございます。ただいままでの出席議員は１８名で、定足数に達しております。 

 これより平成２８年第３回中間市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、ご了承をお願いいたします。 

 この際、日程に入る前に諸般の報告を行います。 

 報告事項はお手元に配付してあるとおりであります。朗読は省略をしたいと思いますの

で、ご了承をお願いいたします。 

 なお、本日の議案等の朗読は省略したいと思いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会期の決定

○議長（堀田 英雄君）  

 これより日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、お手元の会期日程表のとおり、本日から９月

２９日までの２４日間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）  

 ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は２４日間と決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．選挙第１号

○議長（堀田 英雄君）  

 次に、日程第２、選挙第１号堀川水利組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選によりたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）  

 ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選によることに決しました。 

 お諮りいたします。議長において指名することにしたいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）  

 ご異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決しました。 

 堀川水利組合議会議員に、下川俊秀君、栗田義明君、吉田光代さんを指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました諸君を堀川水利組合議会議

員の当選人と定めることにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（堀田 英雄君）  

 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました諸君が、堀川水利組合議会

議員に当選されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．承認第８号

○議長（堀田 英雄君）  

 次に、日程第３、承認第８号専決処分を報告し、承認を求めることについてを議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）  

 承認第８号損害賠償の額を定め、和解することにつきましては、地方自治法第１７９条

第１項の規定により専決処分といたしましたので、ご報告を申し上げます。 

 平成２８年４月２６日午後５時、中間市在住の男性が、中間市道路線であります西光寺

大ノ浦線を自転車で走行中、グレーチングとグレーチングのすき間に前輪がはまり、転倒

をし、受傷及び物的損傷を受けました。 

 この件に係る損害につきましては、本市が加入しております損害保険会社におきまして、

損害賠償の額が５万９,７６０円と算出されました。 

 本件につきましては、相手方に対し早急に治療費を賠償する必要がありましたことから、

相手方と本年８月２３日付で損害賠償の額を５万９,７６０円とし、和解することにつき

まして専決処分といたしました。 

 なお、損害賠償金５万９,７６０円につきましては、損害保険会社から相手方に直接支

払うこととなっております。つきましては、地方自治法第１７９条第３項の規定によりま

して議会に報告をし、承認を求めるものでございます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（堀田 英雄君）  

 ただいま議題となっております承認第８号に対する質疑は、９月８日の本会議で行いま

すので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第 ４．認定第 １号

日程第 ５．認定第 ２号

日程第 ６．認定第 ３号

日程第 ７．認定第 ４号

日程第 ８．認定第 ５号

日程第 ９．認定第 ６号
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日程第１０．認定第 ７号

日程第１１．認定第 ８号

日程第１２．認定第 ９号

日程第１３．認定第１０号

○議長（堀田 英雄君）  

 次に、日程第４、認定第１号から日程第１３、認定第１０号までの平成２７年度各会計

決算認定１０件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）  

 認定第１号から認定１０号までにつきましては、各会計別に一括して提案理由を申し上

げます。 

 まず、一般会計につきましては、歳入及び歳出の差し引き額は４億４２０万円の黒字決

算となっております。 

 一般会計の歳入の主なものといたしましては、市税収入が３９億６,６３０万円となり、

前年度と比較いたしますと１９０万円の減収となっております。 

 個人市民税は伸び悩んでおりますが、法人市民税においては景気回復の影響もあり、

２,９００万円増収となっております。 

 しかしながら、固定資産税及び都市計画税が、地価下落の影響等によりまして４,０３０万

円減収となりましたことが、市税減収の要因となっております。 

 このような厳しい社会経済情勢ではございますが、適正な債権管理及び徴収強化に積極

的に取り組みました結果、市税徴収率は、前年度の９４.１％から９４.７％へと上昇し、

減収額は最小限にとどめております。 

 歳入におけるもう一方の柱でございます地方交付税につきましては、普通交付税と特別

交付税を合わせますと５４億８,７４０万円となり、前年度と比較いたしますと３,０３０万

円の減収となっております。 

 さらに、地方交付税を補完いたします臨時財政対策債につきましても、前年度より

５,８４０万円減額し、６億１,２２０万円となっております。 

 これは、平成２７年度の地方交付税総額が、前年度から０.８％減額されたことに加え、

消費税率引き上げによる地方消費税交付金の増額等が見込まれ、基準財政収入額を増額算

定されたことによりまして、地方交付税額が減額する要因となったことによるものでござ

います。 

 次に、歳出の主なものといたしましては、義務的経費につきましてご説明を申し上げま

すと、人件費におきましては、人事院勧告に準じた期末勤勉手当支給率引き上げ等により、

前年度と比較いたしまして平成２７年度は７７０万円増額をいたしております。 

 扶助費におきましては、生活保護率低下に伴う生活保護費減額等により、前年度と比較
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いたしまして４,０３０万円の減額の５５億６,２７０万円となっております。 

 公債費におきましては、地方債残高が前年度から減少したことに伴いまして、前年度と

比較いたしまして、大きく６,１４０万円減額をし、２０億１,５８０万円となっておりま

す。 

 次に、主な事業につきましてご説明を申し上げます。 

 総務費におきましては、遠賀川水源地ポンプ室がユネスコ世界遺産に登録されたことを

受けまして、市民の皆様と一緒に喜びを分かち合うことができました。 

 また、１０月には、乗り合いタクシー方式によりますコミュニティバスの運行を、中間

南校区において新たに開始しておりますが、その補助金として１１０万円を支出し、地域

における生活交通を確保いたしております。 

 さらに、平成２７年４月から中間市空き家バンク制度を新規に実施をいたしまして、空

き家解消、住環境整備及び定住促進の取り組みを推進いたしたところでございます。 

 世界遺産関連イベント等でのＰＲ活動が実を結び、中古住宅登録件数が全国１位となる

などしましたことから、２５の物件が成約につながり、大きな成果を上げることとなって

おります。 

 民生費におきましては、中間市独自の取り組みといたしまして、高齢者や障がい者、子

育て世帯に健康福祉商品券を支給することで消費税増税の影響を緩和するとともに、地域

における消費拡大を図ることができております。 

 保健衛生費におきましては、乳幼児から高齢者まで幅広い年齢層を対象に、予防接種及

び各種保健事業を実施するとともに、戸別訪問や地域に出向いた健康教育の場を活用し、

積極的な健診受診を勧奨することで、市民の皆様の健康増進を推進いたしております。 

 労働費におきましては、引き続き国の施策でございます緊急雇用創出事業を活用すると

ともに、市内中小企業者への指導事業等補助金に１００万円を支出するなど、単独事業も

積極的に実施をし、地域の実情に合った雇用確保対策を展開をいたしております。 

 農林水産業費におきましては、農業用水路の改良、ポンプ設置工事等に１,８７０万円

を支出するとともに、多面的機能支払交付金に１５０万円を支出することにより、農業従

事者の高齢化や担い手不足という厳しい環境の中で、地域における農業振興に成果を上げ

ております。 

 商工費におきましては、地域経済の活性化対策といたしまして、平成２１年度から毎年

行っておりますプレミアム付商品券販売でございますが、平成２７年度は遠賀川水源地ポ

ンプ室の世界遺産登録記念といたしまして、プレミアム率を２０％に引き上げるとともに、

販売冊数も前年度の１万７,６００冊から２万９,０００冊へと増冊いたしましたところ、

２回の販売とも短期間で完売し、多大なご好評の声をいただくとともに、地元商店のさら

なる消費拡大につながる結果となりました。その経費といたしまして、４,５９０万円支

出をいたしております。 
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 その結果、平成２７年度、中間市等々に観光客──これは遠賀川水源地ポンプ室等々、

観光資源として積極的に展開をしたところでございますが、その結果、平成２７年度に中

間市を訪れた観光客数は、平成２６年度の４万９,６８０人から８万９,７００人へと大幅

に増加いたしております。 

 土木費におけます道路新設改良費につきましては、合計１９件の工事を行っており、継

続して実施している御座ノ瀬中ノ谷線バイパス道路新設工事費に２,６１０万円を支出し、

西部地区における一層の地域活性化を目指してまいります。 

 住宅費におきましては、公営住宅等整備手法評価検討業務委託料に３８０万円を支出し、

中鶴地区建替事業の官民連携における最適な手法を比較検討をいたしております。 

 消防費におきましては、扇ケ浦地区に耐震性貯水槽、いわゆる防火水槽を整備するとと

もに、川西地区の消防団格納庫改修も実施することで、消防防災活動の拠点整備を図って

おります。 

 本市では、今後も引き続き、市民の皆様と一体となり災害に強いまちづくりを行ってま

いります。 

 教育費におきましては、児童生徒が快適に学習できる教育環境の整備を図るため、全て

の小中学校の普通教室に空調設備を設置する工事費といたしまして２億９,４８０万円、

全ての小中学校における屋内運動場の非構造部材耐震化工事費といたしまして３億

５,０８０万円を支出し、児童生徒はもちろん、緊急時の避難所といたしましての機能強

化によりまして、地域住民の安全安心の確保を図っております。 

 以上が一般会計の決算の概要でございます。 

 引き続きまして、特別会計につきましてご報告を申し上げます。 

 まず、特別会計国民健康保険事業におきましては、歳入総額は６８億２,５００万円、

歳出総額は８０億６,６４０万円となり、差し引き１２億４,１３０万円の歳入不足となっ

ております。 

 この中から前年度繰り上げ充用金を１２億４,６６０万円を除きます単年度決算といた

しましては、５２０万円の黒字決算となっております。 

 平成２７年度の単年度決算が黒字となりました要因といたしましては、平成２６年度の

国民健康保険運営協議会の答申に基づきまして、単年度決算におきまして歳入が不足いた

しましたことにより、一般会計から１億８,５００万円の法定外繰り入れを行ったことに

よるものでございます。 

 しかしながら、歳出におきまして、Ｃ型肝炎の高額な新薬が保険適用されたことなどが

要因となりまして、保険給付費が１億７,５００万円増加いたしました。このことから、

累積赤字の大幅な解消には至っておりません。 

 次に、国民健康保険の概況でございますが、各月平均の加入者数は、平成２７年度は

１万２,６３６人でございまして、平成２６年度と比較いたしまして３７４人減少いたし
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ております。 

 また、１人当たりの年間療養諸費は、平成２６年度の３０万１３１円に比べまして、

３２万２,５９３円と増額をしております。これは、先ほど申し上げましたＣ型肝炎の高

額な新薬が保険適用されたことや、高度で高額な医療の拡大、また、高齢化によるもので

ございます。 

 今後とも、中間市国民健康保険事業の健全な運営を目指し、国民健康保険税の徴収強化

及び税率の見直し等を検討するとともに、特定健康診査・特定保健指導を推進し、保健事

業をより充実させることによりまして、市民の健康増進による医療費の適正化に努め、国

民健康保険財政の健全化を図ってまいりたいと、そのように考えております。 

 次に、住宅新築資金等特別会計につきましては、歳入総額は、貸付金元利収入等

５,８４０万円に対しまして、歳出総額は、繰上充用金等４億２,３１０万円で、差し引き

３億６,４７０万円の収入不足となっております。 

 この不足額につきましては、福岡県住宅新築資金等貸付金助成推進事業の活用及び貸付

金の徴収努力を今後とも継続することによりまして、その解消を図ってまいりたいと考え

ております。 

 次に、地域下水道事業特別会計につきましては、中鶴地区、曙地区の下水道処理場等を

維持管理する経費が主なものでございます。歳入歳出の差し引き額は７０万円の黒字とな

っており、また、公共下水道事業特別会計につきましても、歳入歳出の差し引き額は

３２０万円の黒字となっております。 

 公共下水道は、土手ノ内地区など市内６地区の雨水管路整備、また長津地区など市内

２０地区での下水道整備を行い、普及率は７２.５％に達しております。 

 また、公共下水道と地域下水道を合わせました普及率は８１.８％になりましたが、今

後も下水道計画を検証しながら、可能な限り早期普及に努めてまいりたいと、そのように

思っております。 

 次に、公共用地先行取得特別会計につきましては、新たな用地の取得はなく、公債費の

みの６６０万円の決算となっております。これによりまして、平成１７年度に借り入れま

した地方債は償還が完了いたしております。 

 次に、介護保険事業特別会計保険事業勘定におきましては、歳入４７億５,１００万円、

歳出４６億３,０５０万円となり、歳入歳出差し引き１億２,０４０万円の黒字決算となっ

ております。 

 平成２８年３月末現在におけます要介護認定者数は３,１９２人で、前年度と比較いた

しまして１.５％増加をし、保険給付費は４３億３,２５０万円で、前年度と比較いたしま

して５,１１０万円、率にいたしまして１.２％増加をいたしております。 

 増加の要因といたしましては、高齢化の進展による認定者数の増加及び各種介護サービ

ス利用の増加が考えられております。 
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 同じく介護サービス事業勘定におきましては、要支援者の年間給付管理件数は１万

１,１５６件であり、歳入５,２６０万円、歳出４,６６０万円となり、歳入歳出差し引き

６００万円の黒字決算となっております。 

 次に、後期高齢者医療特別会計の決算につきましては、歳入総額７億４,９４０万円、

歳出総額７億３,１２０万円、差し引き額１,８２０万円の黒字決算となっております。 

 歳入の主なものといたしましては、被保険者からの保険料でございます。 

 また、歳出の主なものといたしましては、福岡県後期高齢者医療広域連合への納付金で

ございます。 

 黒字決算となっておりますが、これは、市町村会計では出納整理期間中である４月及び

５月に納付されました保険料を福岡県後期高齢者医療広域連合が平成２８年度会計で受け

入れるためでございます。 

 そのため、その間に納付されました１,６７０万円は、平成２８年度に福岡県後期高齢

者医療広域連合に支出することとなっております。 

 今後も福岡県後期高齢者広域連合との連携を密にしながら、安心・信頼の医療の確保と

予防医療を進めつつ、医療費適正化及び保険料の収納率向上を図り、なお一層の効率的運

営に努めてまいります。 

 最後に、平成２７年度普通会計決算における財政状況でございますが、実質収支は

２,６９０万円の黒字、単年度収支も５２０万円の黒字となっております。 

 しかしながら、基金残高は前年度から１億８,５００万円減額の３４億３,０００万円と

なり、平成２０年度以来、７年ぶりの減額となりました。 

 一方、地方債残高は前年度から大きく６億２,４２０万円減額となる１４３億２,３３０万

円となっております。 

 これで、平成１７年度決算から１１年連続して地方債残高の減額を達成し、ピーク時の

約１９６億円から５３億円もの減額となっております。 

 また、地方財政健全化法に基づく各指標につきましては、実質公債費比率が１４.５％

で、将来負担比率が７１.６％で、いずれも前年度から改善をし、国が示す早期健全化基

準からは大きく下回っておりますが、他の自治体と比較いたしますと、依然高い数値とな

っております。 

 さらに、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は９５.６％で、これも依然として財政

硬直化を示す数値となっております。 

 このように、厳しい財政状況にあることは変わりありません。 

 さらに、今後は人口減少への対応策、また、加速いたします少子高齢化に伴う施策の充

実、学校教育環境整備や公共下水道事業推進等の市民ニーズの高い行政サービス及び想定

を上回ります伸び率を示す社会保障費の財源確保、国民健康保険事業におけます累積赤字

解消といった諸問題も山積をいたしております。 
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 今後とも行政の効率化によりまして経費の抑制に努め、持続可能な行財政基盤を確立す

るという財政規律を保持しながら、「世界遺産のあるまち なかま」といたしまして、地

域活性化の取り組みをさらに推進し、地方創生の実現を図ってまいる所存でございます。 

 以上、地方自治法第２３３条第３項の規定によりまして、監査委員の意見書をつけまし

て、議会の認定に付するものでございます。 

 なお、地方自治法２３３条第５項及び第２４１条第５項の規定による説明書類といたし

まして、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金の

運用状況に関する調書、主要な施策の成果に関する報告書をあわせまして提出をいたして

おります。 

 ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、認定第９号平成２７年度中間市水道事業会計利益の処分及び決算認定につ

いて、提案理由を申し上げます。 

 まず、利益の処分につきまして、当年度未処分利益剰余金２億３,５０７万７,６３８円

のうち、７,３３９万６２０円を利益積立金へ積み立て、残余１億６,１６８万７,０１８円

を繰り越すものでございます。 

 次に、決算認定につきましては、収益的収入及び支出における総収益は、１０億

３９４万９,６４０円となり、前年度と比較いたしますと３９７万８,５３３円の減額とな

っております。 

 これに対します総費用といたしましては、９億３,３２９万１３９円となり、前年度と

比較いたしますと１,３８９万７,４９７円の減額となっており、当年度の純利益は

７,０６５万９,５０１円となっております。 

 また、資本的収入及び支出における総収入につきましては、１億４,４５３万２,９０３円

で、これに対します総支出は５億２,６６９万３,９４５円となり、差し引き３億

８,２１６万１,０４２円の不足が生じましたが、この不足額は当年度分損益勘定留保資金

等で全額補填をいたしております。 

 次に、平成２７年度の給水状況につきまして、給水戸数が２万８,５２１戸で、前年度

より１３２戸増加をしておりますが、給水人口につきましては６万２,４８８人で、前年

度より３７０人減少しております。 

 また、有収水量は５７２万２,７１９立方メートルで、前年度より３万８,９４４立方

メートル減少いたしております。 

 近年は、給水人口が減少する傾向が顕著であり、少子化の進展とあわせ、生活様式が多

様化する中で、節水意識の高まりなどにより、給水収益の伸びは期待できない状況でござ

います。 

 また、良質な水道水質の維持向上に向けては、施設の維持、改良とともに、浄水施設の

老朽化に対応した改良工事等も必要とされる時期を迎えようとしております中、これらの
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費用の増大も見込まれるなど、今後の水道事業を取り巻く経営環境は、大変厳しくなるこ

とが予想されます。より一層効率的経営のもと、健全な事業運営を継続しつつ、安心で安

全な水道水の安定供給に努めてまいる所存でございます。 

 以上、地方公営企業法第３０条第４項の規定によりまして、監査委員の意見をつけまし

て議会の認定に付するものでございます。 

 また、同条第６項の規定によりまして、事業報告書、キャッシュフロー計算書、収益費

用明細書、固定資産明細書及び企業債明細書を議案に添えて提出いたしております。 

 どうぞご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

 続きまして、認定第１０号平成２７年度中間市病院事業会計決算認定について、提案理

由を申し上げます。 

 初めに、決算の概要につきましてご説明を申し上げます。 

 まず、収益的収支につきましては、経常収益２０億８,５３４万２,２４１円に対しまし

て、経常費用は２０億５,５３８万１,７２１円となりまして、２,９９６万円の経常利益

を計上することができました。 

 また、総収益２０億８,５５９万５,４５８円に対しまして、総費用２０億６,２１６万

２,２８９円となりまして、単年度収支におきまして、２,３４３万円の純利益となってお

ります。 

 これによりまして、前年度繰越欠損金を３億１,６６１万６,３７０円から当年度純利益

を差し引きました２億９,３１８万３,２０１円が当年度未処理欠損金となっております。 

 次に、資本的収支につきましては、収入６,９３１万１,０００円に対しまして、支出は

１億２５３万５,５０８円となりまして、これによる差し引き不足額は３,４６７万円にな

っておりますが、これにつきまして、繰越損益勘定留保資金等で全額補填をいたしており

ます。 

 また、患者数につきましては、入院延べ患者数は２万３,４０１人で、１日平均６４人

となっており、外来延べ患者数は６万５,７０５人で、１日平均２４３人となっておりま

す。 

 本年度も、地域医療機関としましての役割を果たすとともに、経営面におきましても欠

損金の解消と健全経営に一層の努力をいたす所存でございます。 

 以上、地方公営企業法第３０条第４項の規定によりまして、監査委員の意見をつけ議会

の認定に付するものでございます。 

 また、同条第６項の規定によりまして、キャッシュフロー計算書、収益費用明細書、固

定資産明細書及び企業債明細書を議案に添えて提出をいたしております。 

 どうぞご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（堀田 英雄君）  

 ただいま議題となっております各会計決算認定１０件に対する質疑は、９月８日の本会
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議で行いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．第４１号議案

日程第１５．第４２号議案

日程第１６．第４３号議案

○議長（堀田 英雄君）  

 次に、日程第１４、第４１号議案から日程第１６、第４３号議案までの平成２８年度各

会計補正予算３件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）  

 第４１号議案平成２８年度中間市一般会計補正予算（第２号）につきまして、提案理由

を申し上げます。 

 今回の補正予算の主なものといたしましては、まず、歳出につきまして、特別会計国民

健康保険事業の累積赤字の解消を目的とした法定外繰出金を計上いたしております。 

 特別会計国民健康保険事業の累積赤字につきましては、平成２６年度から法定外繰り出

しを行うことで、増加の抑制を図っておりますが、解消には至っておりません。平成

２７年度末では１２億４,０００万円余りとなっております。 

 また、国民健康保険事業につきましては、平成３０年度から都道府県が財政運営の責任

主体となることが決定しておりまして、本年６月の定例市議会での一般質問答弁で申し上

げましたとおり、この累積赤字を早急に解消するため、この補正予算におきまして３億円

を計上いたしております。 

 国民健康保険事業につきましては、今後も国民健康保険税の収納率向上及び税率の見直

しによる税収の増加、保健事業の充実によりまして医療費の適正化を図り、財政の健全化

に努めてまいりたいと考えております。 

 そのほか歳出の主なものといたしましては、総務費におきましては、遠賀川水源地ポン

プ室前への案内板設置事業及び世界遺産認定記念銘の設置事業にそれぞれ２５０万円を計

上しております。 

 民生費におきましては、民間の介護事業所の施設整備の支援といたしまして、スプリン

クラー設置事業への補助金を３６０万円、介護ロボット導入事業への補助金を３１０万円

計上し、高齢者支援を推進してまいりたいと考えております。 

 衛生費におきましては、生後１歳までの乳児を対象としたＢ型肝炎ワクチンが本年

１０月から定期接種化されますことに伴いまして、公費負担を３２０万円計上いたしてお

ります。 

 農林水産業費におきましては、女性農業者への支援といたしまして新商品開発事業への

補助金を１０万円、農業の担い手が経営規模の拡大や経営の多角化に取り組むために整備
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する農業用機械の購入に対する補助金を６０万円それぞれ計上し、農業地域の振興を推進

してまいります。 

 商工費におきましては、熊本地震被災地復興支援を目的とした筑前中間やっちゃれ祭り

のイベントに対する補助事業に７０万円、本市のＰＲを目的としたポロシャツ製作事業に

１００万円をそれぞれ計上いたしております。 

 土木費におきましては、屋島公園の複合遊具及びロープウェイの改修事業に２,０００万

円を計上し、子どもたちが安全で快適に利用できる施設整備を実施してまいります。 

 また、中鶴地区の公営住宅建替事業に関する費用といたしまして、既存住宅の解体工事

費、事業用地購入費等を合計で１億６,４９０万円計上いたしております。 

 教育費におきましては、本年１１月から予定しております中央公民館の日曜日開館に伴

います経費を５０万円計上しておりまして、幅広い世代に活用される施設環境を構築いた

します。 

 これらの歳出に伴う歳入予算につきましては、民間の介護事業所への支援事業に対する

国庫補助金を合計で６７０万円、農業従事者への支援事業に対する県補助金を合計で

７０万円、中間市ＰＲ用ポロシャツの売り払い収入を１３０万円、屋島公園の遊具整備事

業に対する社会資本整備総合交付金を７５０万円、中鶴地区の公営住宅建替事業に対する

国庫補助金、鉱害復旧事業助成金を合計で６,３４０万円、財政調整基金繰入金を３億円、

建設事業債を１億１,１００万円それぞれ追加計上しております。 

 以上によりまして、歳入歳出それぞれ５億４,０１０万円を追加をし、予算の総額を歳

入歳出それぞれ１８４億８,６５０万円とするものでございます。 

 どうぞご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第４２号議案平成２８年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第２号）

につきまして、提案理由を申し上げます。 

 歳出につきましては、平成３０年度の国民健康保険広域化に伴うシステム改修委託料と

いたしまして４３０万円、平成２７年度の療養給付費等交付金確定に伴います償還金利子

及び割引料といたしまして１,８４０万円を追加をいたしております。 

 次に、歳入につきましては、国庫補助金を２８０万円、一般会計繰入金のうち職員給与

費等繰入金を１４０万円、また、本年６月議会でお示しいたしましたとおり、累積赤字の

削減を目的といたしております法定外の保険税及び医療費支援繰入金を３億円追加をいた

しております。また、歳入欠陥補填収入につきましては、２億８,１５０万円減額をいた

しております。 

 以上によりまして、歳入歳出それぞれ２,２７６万円を追加をいたしまして、予算の総

額を歳入歳出それぞれ８１億７,６７７万円とするものでございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第４３号議案でございます、平成２８年度中間市介護保険事業特別会計補正予算
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（第１号）につきまして、提案理由を申し上げます。 

 まず、保険事業勘定の歳出といたしましては、介護保険法の改正に伴いまして、平成

２８年４月から利用定員が１８名以下の介護事業所における通所介護が地域密着型通所介

護に移行いたしますことから、本市におきましては、１５の事業所が地域密着型通所介護

に移行することとなり、請求科目の変更が生じますことから、介護サービス等諸費におき

まして、居宅介護サービス給付費を１億８,０００万円減額し、地域密着型介護サービス

給付費を１億８,０００万円追加いたしております。また、地域支援事業費といたしまし

て、人事異動に伴う人件費を６７０万円、平成２７年度事業における介護給付費の確定に

伴う償還金といたしまして、国庫償還金３,３５０万円、県償還金１,３５０万円、支払基

金償還金５５０万円、また、地域支援事業費の確定に伴う償還金といたしまして、国庫償

還金３５０万円、支払基金償還金３０万円を追加いたしております。 

 また、債務負担行為補正といたしまして、第７期中間市高齢者総合保健福祉計画策定支

援業務を５５０万円計上いたしております。施行期間につきましては、平成２８年度から

平成２９年度といたしております。 

 次に、保険事業勘定の歳入といたしましては、第１号被保険者保険料を１４０万円追加

をし、介護サービス負担金の割合変更に伴いまして、国庫負担金を９００万円減額をし、

県負担金を９００万円追加をいたしております。 

 また、平成２７年度事業における介護給付費確定に伴う追加交付金といたしまして、地

域支援事業費支払基金交付金２０万円、歳出補正に伴う財源調整といたしまして、前年度

繰越金５,６４０万円を追加いたしております。 

 以上によりまして、歳入歳出それぞれ６,３４７万円を追加をいたし、介護サービス事

業勘定を加えた予算総額を歳入歳出それぞれ４９億４,２８９万円とするものでございま

す。 

 どうぞご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（堀田 英雄君）  

 ただいま議題となっております各会計補正予算３件に対する質疑は、９月８日の本会議

で行いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．第４４号議案

日程第１８．第４５号議案

○議長（堀田 英雄君）  

 次に、日程第１７、第４４号議案及び日程第１８、第４５号議案の条例改正２件を一括

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）  
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 第４４号議案中間市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、提案理由を申し上げます。 

 今回の条例改正は、児童扶養手当法施行令の一部を改正する政令が平成２８年７月に公

布され、同年８月１日に施行されたことに伴うものでございます。 

 条例改正の内容といたしましては、児童扶養手当法施行令の改正に伴い、条例において

引用しております同令の条項にずれが生じましたことから、これを改正後の同令の条項に

合わせるものでございます。 

 なお、条例の施行日につきましては、公布の日から施行することとし、また、政令の施

行日にあわせ、平成２８年８月１日から適用することといたしております。 

 どうぞご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第４５号議案指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の

一部を改正する省令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について、提案理由を申し

上げます。 

 今回の条例改正は、介護保険法の改正に伴いまして厚生労働省令が改正され、小規模な

通所介護事業所につきまして、新たに市町村が所管する地域密着型サービスと位置づけら

れましたことから、その基準及び地域との連携等に係る事項について、条例で定める必要

が生じましたことによりまして、改正するものでございます。 

 改正の主な内容をご説明いたします。 

 まず、中間市指定地域密着型介護老人福祉施設の指定に関する入所定員に係る基準、指

定地域密着型サービス事業者の指定要件並びに指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に係る基準に関する条例につきましては、同様の基準を定める厚生労働省令に

おきまして、新たに地域密着型サービスとして地域密着型通所介護に係る規定が設けられ

ましたことから、同様の改正を行うものでございます。 

 また、中間市指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定要件並びに指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例につきましては、同様

の基準を定める厚生労働省令におきまして、地域との連携を図ることを目的とし、運営推

進会議の設置を義務づけられましたことから、同様の改正を行うものでございます。 

 また、これらの条例中の用語、また用字の見直しもあわせまして行っております。 

 また、条例の施行日につきましては、平成２８年１０月１日といたしております。 

 ご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（堀田 英雄君）  

 ただいま議題となっております条例改正２件に対する質疑は、９月８日の本会議で行い

ますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 
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日程第１９．第４６号議案

○議長（堀田 英雄君）  

 次に、日程第１９、第４６号議案中間市道路線の廃止についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）  

 第４６号議案中間市道路線の廃止について、提案理由を申し上げます。 

 今回廃止をいたします路線は、御苗代１９号線でございます。この路線につきましては、

東中間二丁目地内の道路整備計画の変更に伴いまして、御苗代２０号線を整備したことか

ら廃止する必要が生じましたので、道路法第１０条第３項の規定によりまして、議会の議

決を求めるものでございます。 

 どうぞご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（堀田 英雄君）  

 ただいま議題となっております第４６号議案に対する質疑は、９月８日の本会議で行い

ますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．第４７号議案

○議長（堀田 英雄君）  

 次に、日程第２０、第４７号議案北九州市道路線の認定の承諾についてを議題といたし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）  

 第４７号議案北九州市道路線の認定の承諾について、提案理由を申し上げます。 

 中間市土手ノ内三丁目地内及び北九州市八幡西区岩崎四丁目地内の行政界上にございま

す道路は、私道と中間市道殿牟田団地２３号線が混在いたしております。 

 先般、私道の所有者から寄附の意向がありましたことから、北九州市との間で当該道路

を効率的に維持管理するために分割をし、双方が行政区域を越えて市道認定する方針で協

議を重ねてまいりました。協議の結果、当該道路は中間市の市民及び北九州市民が既に生

活道路として使用し、双方の住民に欠かせないものであること、また、道路の構造上も市

道としての基準を満たしていることから、双方において市道認定することに問題はないと

の判断をいたしております。 

 したがいまして、当該道路のうち北九州市道として認定される予定の道路区域に中間市

の行政区域が含まれていることに伴い、道路法第８条第３項の規定に基づきまして、北九

州市長から北九州市道の設置に係る承諾が求められましたことから、同条第４項の規定に

よりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 どうぞご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 
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○議長（堀田 英雄君）  

 ただいま議題となっております第４７号議案に対する質疑は、９月８日の本会議で行い

ますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．会議録署名議員の指名

○議長（堀田 英雄君）  

 これより日程第２１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８３条の規定により、議長において小林信一君及

び井上太一君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（堀田 英雄君）  

 以上で、本日の日程は全て終了いたしましたので、本日はこれにて散会いたします。 

午前10時50分散会 

────────────────────────────── 

    地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する 
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